




中枢神経白血病の予防的治療が,白血病治療計画に組み入れられて数年経ってみると,予防

的治療を施行したにもかかわらず,なお長期生存例の 15%前後に中枢神経の再然をみ,さら

に予防的治療に伴う,種々の副作用の報告が散見されるのが現状である。中枢神経白血病に

対する予防的治療は,既存の治療法にもとづく治療成績を正確に集計,解析するとともに,

よりすぐれた予防的治療法の模索という反省の時期にきつつあるように思われる。 


